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最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
向
け
た

　
中
小
企
業
へ
の
支
援
事
業

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
す
る

た
め
の
経
営
改
善
等
に
取
り
組
む
中
小

企
業
の
皆
様
を
対
象
に
、
次
の
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談

に
専
門
家
が
無
料
で
対
応
し
ま
す
。

○
最
も
低
い
時
間
給
を
４
年
以
内
に
８

０
０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
計
画
を
策

定
し
、
今
年
度
40
円
以
上
の
引
き
上
げ

を
実
施
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、
業
務

改
善
経
費
の
２
分
の
１
を
支
給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
秋
田
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
１
８‐
８
８
３‐
４
２
６
６

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
保
険
料
は
、
事
業
主
が
年
度
当
初
に
概

算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌
年
度
の
当
初
に

確
定
申
告
の
上
、
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
申
告
・
納
付
期
限
は
、

６
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
10
日
（
火
）

で
す
の
で
、
お
早
目
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
は
、
雇
用
保
険
料
率
、
労
災
保
険
料
率

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
1
8
‐
8
8
3
‐
4
2
6
7

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

　
市
内
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
開

設
、
及
び
増
設
整
備
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
法
人
等
は
、
市
の
整
備
方
針
な

ど
を
ご
確
認
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
今
回
の
募
集
は
市
の
整
備
計

画
に
沿
っ
て
「
平
成
24
年
度
に
整
備
す

る
事
業
所
」
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

整
備
予
定
事
業
所　
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
／
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
所　
整
備
定
員
９
人

募
集
期
間

６
月
１
日
（
金
）
〜
６
月
29
日
（
金
）

※
整
備
方
針
・
募
集
要
項
・
申
請
書
様

式
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い

　
　
　
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
62
‐
１
１
１
２

　

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月
間
」

で
す
。
よ
り
よ
い
電
波
環
境
が
豊
か
な

情
報
社
会
を
支
え
ま
す
。
電
波
は
み
ん

な
の
財
産
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正

し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
電
波
の
混
信
・
妨
害
な
ど
の
ご
相
談

は
、
相
談
窓
口
に
お
電
話
く
だ
さ
い

　
　
東
北
総
合
通
信
局
相
談
窓
口

☎
０
２
２‐
２
２
１‐
０
６
４
１

　
平
成
24
年
度
教
科
書
展
示
会

　
教
科
書
や
教
科
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
教
科

書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
教
育
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
保
護
者

や
一
般
の
方
々
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

期
間　
６
月
15
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）

時
間　
10
時
〜
18
時（
最
終
日
16
時
ま
で
）

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
秋
田
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所

☎
62‐
１
２
１
７

　
家
庭
の
節
電
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
エ
ン
ト
リ
ー
家
庭
を
募
集
し
ま
す

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
は
、
家
庭
か
ら

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
節

電
等
の
取
組
が
必
要
で
す
。
県
で
は
節

電
の
実
践
を
推
進
す
る
「
家
庭
の
節
電

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
夏
の
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

節
電
実
績
の
優
れ
た
ご
家
庭
に
、
県
産

品
等
の
節
電
賞
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、
エ

ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で

参
加
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　
県
内
の
家
庭

募
集
期
間 

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
31
日（
火
）

エ
ン
ト
リ
ー
方
法　
「
節
電
宣
言
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
」（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ‐ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
県
生
活
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
５
７
３

お
知
ら
せ

問

問問

問

問
申
問

問

●基本方針
○正しい食生活習慣を身につける
○心身の健康づくりの輪を広げる
○地元食材についての知識を深め、
　安全安心な食について考える
●主な取り組み
○家庭～栄養バランスのとれた食事、家族で食卓を囲む等
○幼稚園・保育所・学校～調理実習や農業体験の実施、
地産食品を活用した給食の提供等
○地域～生産者と消費者の農業体験を通しての交流、郷
土料理についての学習等

　健康を維持し、いきいきと暮らすためには、食生活は重
要なものであり、市民全ての年代に応じた食育が必要と
なっています。
　このたび市では、食に対する関心を深め、健康で心豊か
な生活を推進するため、平成24年 3月に「北秋田市食育推
進計画～楽しい食事で健康家族～」を策定しました。

　毎月 19日は「食育の日」です。まずはご家
庭での「家族そろっての食事」に取り組みま
しょう。
　「北秋田市食育推進計画～楽しい食事で
健康家族～」は市のホームページに掲載し
ています。
北秋田市＞“市政”各種計画等＞“産業部関連”
北秋田市食育推進計画

　耳が聞こえにくくなった方の身体障害者手
帳交付や、等級変更に関する医師の診断、補
聴器交付に関する診断を行います。
　期日　6月15日（金）
　場所　交流センター
　受付時間　９:30 ～ 11:30

　市では、人工透析の治療を継続的に受ける
必要があり、次の３つの項目すべてに該当す
る方に対し、通院費用の一部を助成します。

１．北秋田市内に住所を有する方
２．市町村民税非課税世帯の方
３．人工透析の治療のために週２回以上医療
　　機関に通院する方
詳しくはお問い合わせください

問　　福祉課障がい福祉班　☎62－6637

　
「
H
I
V
検
査
普
及
週
間
」

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
H
I
V

検
査
（
エ
イ
ズ
検
査
）
普
及
週
間
」
で
す
。

　
北
秋
田
保
健
所
で
は
、
こ
れ
に
合
わ

せ
て
H
I
V
検
査
・
相
談
会
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
匿
名
も
可
能
で
す
。

日
時　
６
月
６
日（
水
）13
時
30
分
〜
17
時

場
所　
北
秋
田
保
健
所

※
前
日
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す

　
食
品
安
全
地
域
セ
ミ
ナ
ー

　
食
品
と
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
26
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
北
秋
田
保
健
所　
☎
62‐
１
１
６
６

６月は食育月間です ～毎月19日は食育の日～

　食育を通しての子どものすこやかな心身
の発達を目的に、「食育ジュニア」・「食育
キッズ」を７月以降開催します。
　詳しくは平成 24年度「北秋田市健康ガイ
ド」をご覧になるか、今後の広報「きたあき
た」でご確認ください。

「食育ジュニア」・「食育キッズ」

問　　健康推進課　☎62－6666

問　　農林課農業振興班　☎72-3114

問 生活課地域推進班　☎62－6628

　男女が対等なパートナーとして、個性と能力
を発揮することのできる社会の実現を目指し、
男女共同参画に理解を深めてもらおうと毎年６
月を「男女共同参画推進月間」と定めています。
　人口減少・高齢化が進む中で震災からの復旧・
復興、経済の再生等、様々な課題の解決を迫ら
れている中で、女性が社会のあ
らゆる場面に参画し、その能力
を発揮することがますます必要
とされています。

６月は男女共同参画推進月間です

　北秋田市では現在３人のＦ・Ｆ推進員が活躍さ
れています。あなたも「Ｆ・Ｆ推進員」として活動
してみませんか。

　「Ｆ・Ｆ」とは、仕事や家庭、社会へ男女が共
に協力し合いながら参画しあうという意味
を込めた『Fifty・Fifty』の略。
　「Ｆ・Ｆ推進員」は、男女共同参画社会の実
現に向けて、市の取組みや地域活動に推進的
な役割を担う人です。

『あきたＦ・Ｆ推進員』募集中！『あきたＦ・Ｆ推進員』募集中！

キャッチフレーズ

「あなたがいる わたしがいる 未来がある」
　私たちのまわりの男女のパートナーシップに
ついて、この機会に考えましょう。

対象者


